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橋本脳症は、急性または慢性に意識障害、精神病様症状、痙攣、認知機能低下、小
脳失調などを呈し、免疫療法が奏功する自己免疫性の精神神経疾患である。申請者 ら
の研究チームは、2005年に橋本脳症患者血清中に、αいenolaseのN末端側に特異的に
反応する自己抗体 (抗NAE抗体)を同定して本症の診断マーカーとして提唱し、全国
より症例が集積 している。これまで病態に関する検討は症例報告に限定されており、
病理学的所見から脳皮質の小血管炎によつて微小循環が障害されることが推察されて
いた。そこで、本研究は多数例の橋本脳症忠者における脳 1231‐IMP SPECTを検討 し、
橋本脳症における病態生理に関わる脳血流変化を機能的かつ定量的に明らかにするこ
とを目的とした。
神経 。精神症状を呈し、抗甲状腺抗体陽性、ステロイ ド治療に反応、他の疾患が除
外され、抗NAE抗体陽性の橋本脳症忠者 7例(男性 3例、女性 4例、年齢 66.3±14.3
歳)と、健常者 10例(男性 4例、女性 6例、年齢 61,0±2.9歳)を対象とした。治療
前の忠者群と健常者群の脳血流SPECTを3D‐SSPを用いて統計学的手法により定量
し、忠者群と健常者群での脳血流変化を比較検討 した。さらに、忠者群 7例のうち、
急J性の意識混濁、幻覚・妄想などの精神病様症状を呈した5例と健常者群を比較検討
した。
忠者群 7例と健常者群の比較では、患者群において左前頭前皮質と両側前部帯状回
に有意な局所脳血流の低下が見出された (Pく0,05)。本所見は、他の自己免疲性疾患
に伴 う脳症の脳血流SPECTにおける前頭葉‐頭頂葉い側頭葉の血流低下に比較して、橋
本脳症に特徴的な局所的脳血流の低下を反映しているものと考えられた。また血流低
下都位についての脳MRI検査では全例で器質的変化はみられなかった。次に、急性の
精神病様症状を呈した忠者群 5例について脳血流変化を解析 したところ、より明瞭に
左前頭前皮質と両側前部帯状回に局所脳血流の低下を認めた (P<0,05)。さらに、こ
の5例において右前頭葉の一部分と両側角回にもわずかな血流の低下を認めた。
以上の結果より、大脳における左前頭前皮質と両側前部帯状回は遂行機能や意識・
自己認知などに密接に関連 し、橋本脳症の病態における大脳皮質の微小循環障害と神
経徴候の関連を支持する所見と考えられた。本研究結果は、橋本脳症の多数例におい
て、病態生理と関わる特徴的な局所脳血流の変化を初めて明らかにしたものであり、
本学学位論文として十分な価値を有すると判定した。
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